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中
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(
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法
哲
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課
題

|
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中
国
法
思
想
を
中
心
と
し
て
ー
ー
ー

シンポジウム:東アジアの法哲学の現状と展望

林

文

雄

日
本
法
哲
学
界
の
諸
先
生
一

今
日
、
私
は
「
中
国
(
台
湾
)
法
哲
学
の
現
状
と
課
題
L

に
つ
い
て
、
御
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
日
本
留
学
の
私
に
と
っ
て
、
北
海
道

は
未
知
の
広
い
美
し
い
土
地
で
あ
っ
て
、
皆
様
は
博
学
な
法
学
者
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
報
告
で
き
る
こ
と
を
非
常
に
光
栄
だ
と
感
じ
ま
す

し
、
と
同
時
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
満
ち
た
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
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演

一
、
は
じ
め
に

ま
ず
報
告
の
テ
l
マ
に
つ
い
て
、

い
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
法
哲
学
と
は
な
に
か
、
こ
の
テ

l
マ
に
つ
い
て
、
何
を
報

議

告
し
た
ら
よ
い
か
、
ど
う
い
う
方
法
を
採
れ
ば
よ
り
効
果
的
、
能
率
的
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
テ

l
マ
の
中
心
的
問

題
を
ど
こ
に
設
定
す
る
か
、
以
上
述
べ
た
こ
と
が
主
な
考
慮
の
焦
点
で
あ
っ
た
の
で
す
。

は
じ
め
に
、
法
哲
学
と
は
何
か
。
そ
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
思
師
碧
海
純
一
先
生
の
方
法
を
取
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
私
の
考
え

一
般
法
哲
学
の
著
作
で
ど
う
い
う
も
の
を
取
扱
っ
て
い
る
か
と
い
う
基
準
で
決
め

て
い
る
法
哲
学
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
て
、

た
い
と
思
い
ま
す
。

中
国
台
湾
の
法
思
想
や
そ
の
基
礎
法
学
の
現
状
と
い
う
テ
l
マ
は
、
範
囲
が
広
す
ぎ
る
ば
か
り
で
な
く
、

ま
た
鈴
木
敬
夫
教
授
や
楊
日
然

教
授
な
ど
が
立
派
な
業
績
や
ま
と
ま
っ
た
報
告
が
既
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
鈴
木
教
授
は
、
そ
の
論
文
の
中
で
、
台
湾
に
お
ら
れ
る

代
表
的
な
法
哲
学
者
を
殆
ど
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
楊
教
授
は
、
曽
て
日
華
両
国
の
法
学
会
で
「
わ
が
国
(
中
華
民
国
)
の
基
礎
法

学
の
現
状
と
展
望
」
と
い
う
テ
l
マ
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

以
上
の
こ
と
を
考
慮
し
た
後
、
私
は
、
ま
た
自
分
の
能
力
、
報
告
の
効
果
、
国
の
特
色
な
ど
を
入
れ
な
が
ら
闘
酌
し
、
こ
の
テ

l
マ
を
次

の
よ
う
に
限
定
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
中
国
法
思
想
を
中
心
と
し
て
L

と
い
う
副
題
を
つ
け
加
え
る
こ
と
で
す
。

一
般
的
に
い
っ
て
も
、
中
国
法
思
想
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
取
扱
う
か
と
い
う
方
法
が
問
題
に
な
る
わ
け
で
す
。
「
木
が
見
え
て
、
森
も
見
え

る
L

と
い
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
最
も
理
想
で
す
が
、

そ
れ
は
事
実
上
不
可
能
で
す
。
そ
こ
で
、

ど
う
す
れ
ば
、
「
木
が
見
え
て
、
森
が
見
え

な
い
L

と
「
森
が
見
え
て
、
木
が
見
え
な
い
」
と
い
う
ニ
ヲ
の
欠
点
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
真
剣
に
考
え
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
で

し
よ
う
。
こ
こ
に
、
イ
ギ
リ
ス
歴
史
法
学
の
創
立
者
で
あ
る
メ
イ
ン

(出

g
u
N
Z包
5
E
N
N
i
H∞∞∞)
の
歴
史
的
、
比
較
的
方
法
を
思
い
出

す
の
で
す
。
こ
の
方
法
を
採
れ
ば
、
多
少
な
り
と
も
上
述
の
欠
点
を
減
少
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
歴
史
的
、
比
較
的
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方
法
を
念
頭
に
入
れ
な
が
ら
、
叙
述
し
た
い
。
つ
ま
り
、
詳
し
く
、
網
羅
的
な
統
計
数
字
を
挙
げ
た
り
、
い
ち
い
ち
軽
量
的
に
説
明
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
あ
る
特
定
の
学
者
の
一
人
か
二
人
の
法
思
想
を
詳
細
に
紹
介
す
る
こ
と
も
意
図
し
て
い
な
い
の
で
す
。
た
だ
で
き

る
こ
と
は
、
代
表
的
な
学
者
の
代
表
的
な
著
作
を
年
代
願
に
挙
げ
て
紹
介
し
、
ま
た
時
期
を
区
分
し
て
、
お
の
お
の
各
時
期
の
代
表
作
を
通

じ
て
、
何
か
共
通
の
特
色
や
、
発
展
の
傾
向
を
探
っ
て
み
た
い
。
そ
し
て
、
中
国
法
思
想
な
い
し
法
哲
学
研
究
に
直
面
す
る
い
ろ
い
ろ
の
問

題
に
も
率
直
に
意
見
を
述
べ
て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

シンポジウム:東アジアの法哲学の現状と展望

二
、
法
哲
学
の
現
状
を
概
観

次
に
、
法
哲
学
の
現
状
を
概
観
す
る
こ
と
に
入
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
二
つ
の
点
に
分
け
て
説
明
し
ま
す
。

一
、
学
者
、
業
績
と
法
学
雑
誌

第
一
点
は
、
学
者
、
業
績
と
法
学
雑
誌
に
つ
い
て
お
話
い
た
し
ま
す
。
台
湾
大
学
法
学
部
に
は
『
社
会
科
学
論
叢
』
と
『
法
学
論
叢
』
と

い
う
こ
種
類
の
学
術
雑
誌
が
あ
り
ま
す
。
政
治
大
学
に
は
『
政
大
法
学
評
論
』
、
中
興
大
学
に
は
『
中
興
法
学
』
、
東
呉
大
学
に
は
『
東
呉
法

律
学
報
へ
そ
し
て
文
化
大
学
に
は
『
華
国
法
科
学
報
』
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
申
し
ま
す
と
、
重
要
な
法
学
論
文
は
、
以
上
の
法
学
専
門

雑
誌
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
法
哲
学
の
論
文
も
こ
の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
以
上
多
く
の
大
学
の
法
学
雑
誌
の
中
で
、
と
く
に
強
調
し
た
い

の
は
、
台
湾
大
学
の
法
学
論
叢
が
国
際
的
に
最
も
名
高
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

台
湾
に
お
い
て
法
哲
学
者
は
数
多
く
お
り
ま
す
が
、
そ
の
代
表
的
な
学
者
と
し
て
は
、
次
の
五
人
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
即
ち
、
呉
経
熊
、

洪
遜
欣
、
馬
漢
宝
、
楊
自
然
、
徐
懐
壁
な
ど
の
諸
先
生
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
先
生
達
は
、
鈴
木
敬
夫
教
授
に
よ
っ
て
、
か
な
り
詳
し
く

紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
皆
様
も
よ
く
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
代
表
者
と
し
て
挙
げ
た
以
上
、
理
由
を
一
つ
付
加
え
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
呉
経
熊
先
生
は
、
寸
成
長
す
る
自
然
法
L

の
提
唱
者
と
し
て
名
高
い
の
で
す
が
、
若
い
時
は
、
法
実
証
主
義
者
で
あ
っ
た
よ
う
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演

に
思
わ
れ
ま
す
。
洪
遜
欣
教
授
は
、
ネ
オ
・
ス
コ
ラ
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
実
存
主
義
哲
学
の
立
場
か
ら
自
然
法
論
を
主
張
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
自

分
の
法
理
学
を
形
成
し
、
ま
た
そ
れ
を
も
っ
て
三
民
主
義
法
理
学
に
も
哲
学
的
な
基
礎
を
与
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
注
目
に
値
す
る
法

学
者
で
す
。
馬
漢
宝
先
生
は
、
よ
く
英
米
の
法
思
想
を
研
究
し
、
紹
介
し
、
ま
た
自
然
法
を
も
っ
て
、
中
華
民
国
で
西
洋
法
の
継
受
か
ら
生

じ
た
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
そ
の
特
色
を
見
出
し
う
る
法
学
者
で
し
ょ
う
。
楊
日
然
教
授
は
、
一
方
経
験
主
義
の
立
場
で
中
国

伝
統
の
法
思
想
家
笥
子
と
韓
非
を
研
究
し
、
他
方
法
学
方
法
論
の
分
野
で
学
生
を
指
導
し
、
こ
の
両
方
に
そ
れ
ぞ
れ
か
な
り
成
果
を
収
め
て

議

い
る
法
学
者
で
あ
り
ま
す
。
徐
懐
壁
教
授
は
、
総
合
法
学
の
提
唱
者
と
し
て
注
目
さ
れ
、

ア
メ
リ
カ
法
学
の
紹
介
に
も
か
な
り
力
を
尽
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

二
、
こ
れ
ま
で
の
傾
向

第
二
点
は
、
こ
れ
ま
で
の
傾
向
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
し
ま
す
。
法
哲
学
と
は
な
に
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
申
し
ま
す
と
、
台
湾
で
は
、

三
つ
の
傾
向
の
著
作
が
存
在
致
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
西
洋
法
思
想
、
中
国
法
思
想
と
法
学
方
法
論
で
す
。
次
に
、
こ
の
三
つ
の
傾
向
に
分
け

て
、
最
近
十
年
間
の
主
な
若
手
の
論
文
や
重
要
な
著
作
を
概
観
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
 
西
洋
法
思
想

西
洋
法
思
想
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
論
文
が
あ
り
ま
す
。

張
訓
嘉
コ
ア
ュ
ギ
ィ
!
の
社
会
連
帯
説
の
研
究
L

(

一
九
八

O
年
六
月

「ハ

l
ト
規
範
論
の
研
究
」
(
一
九
八

O
年
六
月

台
湾
大
学
、
楊
日
然
教
授
指
導
)

陳
文
畑

台
湾
大
学
、
楊
日
然
教
授
指
導
)

葉
紫
興

「
バ
ウ
ン
ド
社
会
法
学
の
研
究
」
(
一
九
八

O
年
七
月
台
湾
大
学
、
楊
日
然
教
授
指
導
)

「〉
H
N
Z
C
F
H
)
切
岡
山
開
門
出
叶
の
科
学
的
慣
値
相
対
主
義
L

(

一
九
八
三
年
六
月
台
湾
大
学
、
楊
日
然
教
授
指
導
)

「
方
法
二
元
論
的
な
法
哲
学
」
(
一
九
八
六
年
一
月

陳
妙
秋

陳
培
峰

中
興
大
学
、
楊
日
然
教
授
指
導
)

北法41(4・170)1630



中
国
法
思
想
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
論
文
が
あ
り
ま
す
。

陳
時
堤
「
分
析
法
学
の
観
点
か
ら
韓
非
の
法
思
想
を
論
ず
る
」
(
一
九
七
九
年
六
月

李
進
勇
「
孔
子
の
法
律
思
想
の
研
究
」
(
一
九
八
一
年
七
月
台
湾
大
学
、
林
文
雄
指
導
)

武
藤
武
夫
「
董
仲
静
の
法
律
思
想
の
研
究
」
(
一
九
八
一
年
九
月
台
湾
大
学
、
林
文
雄
指
導
)

鄭
逸
哲
寸
沈
家
本
の
「
罪
刑
法
定
主
義
」
思
想
」
(
台
大
法
学
論
叢
一
九
巻
一
期

法
学
方
法
論

法
学
方
法
論
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
著
作
が
あ
り
ま
す
。

黄
建
輝
寸
民
法
上
に
お
け
る
類
推
適
用
」
(
一
九
八
八
年
五
月

以
k
列
挙
さ
れ
た
も
の
は
、
鄭
逸
哲
君
の
「
沈
家
本
の
「
罪
刑
法
定
主
義
L

思
想
L

の
論
文
を
除
け
ば
、
す
べ
て
マ
ス
タ
ー
論
文
で
す
。

法
学
方
法
論
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
次
の
主
な
著
作
を
掲
げ
て
み
ま
す
。

『
法
学
方
法
と
現
代
民
法
』
(
台
湾
大
学
法
学
叢
書
一
三
一

『
民
法
実
例
研
習
叢
書

ω』
(
一
九
八
二
年
一

O
月

『
法
学
方
法
論
』
(
一
九
八
六
年
一
一
月

倉
文
凱

成
鳳
裸

洪
恵
平

鄭
逸
哲

② 

シンポジウム:東アジアの法哲学の現状と展望

③ 黄
茂
州
宋

王
津
鑑

楊
仁
寿

寸
法
律
に
対
る
服
従
と
不
服
従
」
(
一
九
八
九
年
六
月
中
興
大
学
、
楊
日
然
教
授
指
導
)

「フ

l
ラ
法
律
思
想
の
研
究
」
(
一
九
九

O
年
一
月
東
呉
大
学
、
馬
漢
宝
教
授
指
導
)

「
正
義
の
理
念
に
つ
い
て
の
歴
史
の
諸
相
」
(
一
九
九

O
年
六
月
中
興
大
学
、
劉
幸
義
教
授
指
導
)

「
ナ
チ
第
三
帝
国
に
お
け
る
刑
法
上
類
推
適
用
の
研
究
」
(
一
九
九

O
年
五
月
台
湾
大
学
、
林
文
雄
指
導
)

中
国
法
思
想

台
湾
大
学
、
林
文
雄
指
導
)

一
九
九

O
年
一
月
)

台
湾
大
学
、
楊
日
然
教
授
指
導
)

一
九
八
二
年
四
月
)

北法41(4・171)1631
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演

黄
茂
策
、

玉
津
鑑
は
、
台
湾
大
学
法
律
学
部
の
教
授
で
あ
り
、
楊
仁
寿
は
、
司
法
行
政
官
で
あ
り
ま
す
。

議

三
、
中
国
法
思
想
の
現
状

次
に
は
、
中
国
法
思
想
の
現
状
の
紹
介
に
入
り
ま
す
。
こ
れ
を
三
つ
の
点
に
分
け
て
説
明
し
ま
す
。

一
、
中
国
法
思
想
の
独
特
な
学
問
的
性
格

第
一
点
は
、
中
国
法
思
想
の
独
特
な
学
問
的
性
格
に
つ
い
て
で
す
。
こ
こ
で
は
二
つ
の
関
係
を
指
摘
し
た
い
。

①
中
国
法
思
想
と
中
国
文
化
と
の
関
係

②
中
国
法
思
想
と
漢
学
と
の
関
係

ま
ず
、
中
国
文
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
申
し
ま
す
。
ご
存
知
の
よ
う
に
、
中
国
法
思
想
は
、
中
国
で
育
ま
れ
た
文
化
の
一
分
枝
で
あ
っ
て
、

お
よ
そ
文
化
と
関
係
あ
る
人
文
科
学
と
特
に
密
接
な
関
係
に
あ
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
中
国
の
社
会
学
、
政
治
学
、
歴
史
学
、
哲
学
な
い

し
文
学
な
ど
か
ら
目
を
そ
ら
す
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
寧
ろ
、
以
上
の
学
問
を
土
台
と
し
て
中
国
法
思
想
が
成
立
す
る
か
ら
で
す
。
例
え

ぱ
、
歴
史
の
研
究
に
よ
っ
て
、
黄
帝
は
神
話
の
人
物
と
-
証
明
さ
れ
る
な
ら
ば
、
黄
帝
の
法
思
想
を
研
究
す
る
こ
と
は
無
意
味
に
な
る
で
し
ょ

う

セ
ン
ポ
ク

こ
の
観
点
か
ら
み
ま
す
と
、
胡
適
の
『
中
国
古
代
哲
学
史
』
、
徐
復
観
の
『
中
国
人
性
論
史
』
、
銭
穆
の
『
国
史
大
網
』
、
張
心
徴
の
『
偽
書

通
考
』
、
粛
公
権
の
『
中
国
政
治
思
想
史

ω』
な
ど
が
非
常
に
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

続
い
て
、
漢
字
と
の
関
係
に
つ
い
て
申
し
ま
す
。
中
国
固
有
文
化
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
世
界
中
多
く
の
固
に
よ
っ
て
広
く
盛
ん
に
進
め

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
一
般
的
に
漢
学
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
中
国
法
思
想
も
こ
の
意
義
か
ら
み
ま
す
と
、
広
義

の
漢
学
の
一
部
門
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
も
っ
と
も
通
常
漢
学
の
研
究
は
、
中
国
の
言
語
、
歴
史
、
哲
学
、
文
学
、
民
俗
学
、

北法41(4・172)1632 



宗
教
な
ど
に
重
点
が
置
か
れ
、
そ
し
て
そ
こ
に
優
れ
た
研
究
成
果
が
見
ら
れ
ま
す
が
。

二
、
中
国
法
思
想
の
研
究
に
寄
与
す
る
参
考
資
料

第
二
点
は
、
中
国
法
思
想
の
研
究
に
寄
与
す
る
参
考
資
料
に
つ
い
て
で
す
。
中
国
法
思
想
は
、
中
国
の
古
籍
に
書
い
て
あ
る
も
の
で
あ
っ

て
、
非
常
に
近
づ
き
難
い
も
の
で
す
。
歴
代
の
大
先
生
、
大
学
者
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
が
校
訂
さ
れ
、
訓
話
さ
れ
、
義
理
の
議
論
が
な
さ
れ
、

い
ろ
い
ろ
整
理
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
古
文
だ
と
い
う
関
係
も
あ
っ
て
現
代
人
に
と
っ
て
は
、
ま
だ
ま
だ
理
解
し
に
く
い
も
の
だ
と
い
え
ま

し
ょ
う
。
幸
い
に
、
こ
の
方
面
に
つ
き
、
中
華
文
化
復
興
運
動
推
行
委
員
会
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
機
構
が
積

極
的
に
推
進
役
に
な
り
、
そ
の
他
の
多
く
の
専
門
的
な
学
者
を
動
員
し
て
、
次
の
よ
う
な
重
大
な
成
果
を
収
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
中
国
法

思
想
の
研
究
に
寄
与
す
る
画
期
的
な
参
考
資
料
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
次
の
三
つ
の
著
作
と
一
つ
の
雑
誌
が
あ
り
ま
す
。

シンポジウム:東アジアの法哲学の現状と展望

①
 

②
中
国
歴
代
思
想
家
一

O
巻

③
中
国
哲
学
論
集
五
巻

④
漢
学
研
究
通
訊

三
、
中
国
法
思
想
の
時
期
の
区
分

古
籍
今
註
今
訳
五
七
部

第
三
点
は
、
中
国
法
思
想
の
時
期
の
区
分
に
つ
い
て
説
明
致
し
ま
す
。
こ
の
時
期
の
区
分
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
は
、
こ
れ
は
全
く
便
宜

上
の
考
慮
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
く
に
政
治
的
な
考
慮
を
主
と
し
て
考
え
る
場
合
、
必
要
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
一
九
四
九
年
一

O
月
、
中
国

大
陸
に
中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
し
ま
し
た
。
そ
の
年
の
一
二
月
、
中
華
民
国
の
中
央
政
府
は
、
台
湾
に
移
転
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
政

治
的
の
み
な
ら
ず
、
学
術
的
に
も
、
社
会
主
義
体
制
の
国
家
と
民
主
主
義
体
制
の
国
家
と
の
顕
著
な
相
異
が
現
わ
れ
た
の
で
す
。
勿
論
、
こ

の
こ
と
は
、
中
国
法
思
想
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
り
ま
す
。
今
日
、
私
の
報
告
の
範
囲
と
重
点
は
、
台
湾
の
地
区
に
限
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
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演

一
九
四
九
年
以
前
の
中
国
に
も
一
言
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

講

①
 

ま
ず
一
九
四
九
年
以
前
の
中
国
の
時
期
に
つ
い
て
で
す
。

一
九
四
九
年
以
前
の
中
国
の
時
期

こ
の
時
期
に
中
国
法
思
想
に
お
い
て
最
も
大
き
な
足
跡
を
留
し
た
学
者
は
、
梁
啓
超
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
梁
氏
は
、
数
多
く
の
先
秦
諸

子
に
つ
い
て
の
優
れ
た
研
究
を
著
わ
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
と
く
に
『
中
国
法
理
学
発
達
史
論
』
(
一
九
三
六
年
四
月
初
版
、
中
国
法
文
法

編
制
之
没
革
所
収
台
湾
中
華
書
局
)
と
『
先
秦
政
治
思
想
史
』
(
一
九
二
二
年
一
二
月
初
版
、
一
九
七
三
年
第
七
版
、
台
湾
中
華
書
局
)

は
、
独
創
的
な
見
解
が
多
く
見
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
い
ま
も
な
お
広
く
学
者
に
読
ま
れ
、
引
用
さ
れ
て
い
る
傑
作
で
す
。

も
う
一
つ
の
傑
作
は
、
麗
同
祖
の
『
中
国
法
律
と
中
国
社
会
』
(
中
日
戦
争
の
時
期
・
雲
南
大
学
の
講
義
、
一
九
四
七
年
、
商
務
印
書
館
一

九
七
八
年
、
佃
勉
出
版
社
)
で
す
。
こ
の
書
物
は
、
中
国
の
伝
統
的
社
会
に
お
け
る
家
族
、
婚
姻
、
階
級
、
宗
教
な
ど
の
制
度
を
通
じ
て
、

中
国
固
有
法
の
基
本
的
形
態
と
そ
の
精
神
を
生
き
生
き
と
浮
彫
り
に
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
儒
家
と
法
家
と
の
法
思
想
を
論
じ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
部
分
の
議
論
は
、
中
国
法
思
想
の
研
究
に
と
っ
て
、
と
く
に
参
考
に
値
す
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
楊
鴻
烈
の
『
中
国
法
律
思
想
史
』
(
一
九
六
四
年
第
一
版
、
台
湾
商
務
印
書
館
)
に
言
及
し
た
い
。
こ
の
書
物
は
、
一
九
六
四
年

に
台
湾
で
再
版
さ
れ
た
の
で
す
が
、
お
よ
そ
一
九
四
九
年
以
前
巳
に
中
国
大
陸
に
出
版
さ
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
中
国
の
法

思
想
を
股
周
か
ら
民
国
成
立
後
の
新
し
い
法
思
想
ま
で
及
ん
で
い
る
の
で
す
。
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
、
参
考
書
籍
の
多
い
こ
と
、
構
成
の
厳

密
さ
、
議
論
の
手
堅
さ
な
ど
の
点
か
ら
み
ま
す
と
、
お
よ
そ
台
湾
で
は
代
表
的
な
唯
一
の
存
在
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

② 

一
九
四
九
年
以
後
の
台
湾
の
時
期

続
い
て
一
九
四
九
年
以
後
の
台
湾
の
時
期
に
つ
い
て
で
す
。

こ
の
時
期
に
つ
い
て
、
説
明
の
便
宜
を
計
る
た
め
、

さ
ら
に
以
下
の
三
つ
の
時
期
に
細
分
し
て
み
た
い
の
で
す
。
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一
九
七
一
年
か
ら
一
九
八

O
年
ま
で
の
約
十
年
で
す
。

シンポジウム:東アジアの法哲学の現状と展望

第
一
期
は
、
一
九
五

O
年
か
ら
一
九
七

O
年
ま
で
の
約
二
十
年
で
す
。
第
二
期
は
、

第
三
期
は
、
一
九
八
一
年
か
ら
一
九
九

O
年
現
在
ま
で
の
約
十
年
で
す
。

そ
し
て
第
一
期
に
は
、
次
の
代
表
的
な
学
者
と
そ
の
代
表
作
が
あ
り
ま
す
。

梅
仲
協
『
先
秦
諸
子
の
法
思
想
』
(
一
九
五

O
年
四
月
、
社
会
科
学
論
第
三
輯
)

王
伯
靖
『
近
代
法
思
潮
と
中
国
固
有
の
文
化
』
(
一
九
五
六
年
三
月
、
司
法
行
政
部
)

張
慶
禎
『
中
国
歴
代
の
法
思
想
』
(
一
九
五
九
年
二
一
月
、
中
国
憲
法
学
会
年
刊
六
)

涼
懐
壁
『
総
合
法
学
と
世
界
法
学
』
(
一
九
六
四
年
一
二
月
、
著
者
発
行
)

洪
遜
欣
『
わ
が
国
現
行
民
事
法
原
理
の
研
究
』
(
一
九
六
五
年
、
『
国
父
法
律
思
想
論
集
』
所
収
)

陳
啓
天
『
中
国
法
家
概
論
』
(
一
九
二

O
年
二
月
、
台
湾
中
華
書
局
)

以
上
あ
げ
た
学
者
の
中
、
徐
懐
壁
教
授
は
、
中
華
法
学
の
再
建
に
総
合
法
学
を
提
唱
し
、
そ
し
て
洪
遜
欣
教
授
は
、
上
述
の
論
文
に
お
い

て
三
民
主
義
法
哲
学
に
自
然
法
論
的
な
理
論
づ
け
を
与
え
よ
う
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
除
け
ば
、
こ
の
時
期
の
特
色
と
し
て
い
え

る
こ
と
は
、
中
国
法
思
想
や
、
法
家
思
想
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
研
究
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
と
く
に
王
伯
崎
教
授
の
小
さ
な
論
文
、
「
近

代
法
思
潮
と
中
国
固
有
の
文
化
」
は
、
非
常
に
犀
利
で
、
よ
く
中
国
固
有
法
と
西
洋
近
代
法
と
の
「
貌
合
神
離
」
の
点
を
的
確
に
指
摘
じ
て

い
る
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
王
教
授
は
、
中
国
法
の
現
代
化
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
も
卓
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
二
期
に
は
、
以
下
の
代
表
的
な
法
学
者
と
そ
の
代
表
作
が
あ
る
の
で
す
。

「
法
律
、
道
徳
と
中
国
社
会
の
変
遷
L

(

一
九
七
一
年
一

O
月
、
台
大
法
学
論
叢
、
一
巻
一
期
)

「
韓
非
の
法
思
想
の
特
色
及
び
そ
の
歴
史
的
意
義
」
(
一
九
七
二
年
四
月
、
台
大
法
学
論
叢
、
一
巻
二
期
)

寸
先
秦
礼
法
思
想
の
変
遷
か
ら
み
る
笥
子
礼
法
思
想
の
特
色
と
そ
の
歴
史
的
意
義
」
(
一
九
七
五
年
、
社
会
科
学
論
叢
、
第
二
三
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演

戴
東
雄

講

歌
雲
郷

林
文
雄

林
昧
築

薩
孟
武

輯『
法
実
証
主
義
の
観
点
か
ら
中
国
法
家
思
想
を
論
ず
る
』
(
一
九
七
三
年
四
月
、
三
民
書
局
)

『
先
奏
法
律
思
想
と
自
然
法
』
(
一
九
七
三
年
二
一
月
、
台
湾
商
務
印
書
館
)

『
民
生
哲
学
の
法
思
想
』
(
一
九
七
七
年
一
月
、
中
央
文
物
供
臆
社
)

「
老
子
法
思
想
の
研
究
」
(
一
九
七
五
年
四
月
、
台
大
法
学
論
叢

『
中
国
固
有
法
と
道
徳
』
(
一
九
七
五
年
五
月
、
著
者
出
版
)

『
中
国
の
法
治
思
想
』
(
一
九
七
八
年
四
月
、
彦
博
出
版
社
)

四
巻
二
期
)

こ
の
時
期
を
概
観
し
ま
す
と
、

お
よ
そ
次
の
傾
向
が
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
即
ち
、
法
家
の
法
思
想
の
研
究
が
か
な
り
盛
ん
に
な
っ

て
い
る
こ
と
。
も
う
一
つ
の
特
色
は
、
自
然
法
思
想
の
研
究
も
か
な
り
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
こ
と
が

注
目
さ
れ
て
よ
い
の
で
す
。
そ
れ
は
、
三
民
主
義
法
理
学
の
発
展
と
の
こ
と
で
す
。
取
雲
郷
氏
が
三
民
主
義
法
哲
学
を
建
設
し
、
そ
の
法
律

原
則
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
民
生
哲
学
の
観
点
か
ら
中
華
民
国
の
現
行
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
一
言
で
い
え
ば
、
洪
遜
欣
教
授
の

三
民
主
義
法
理
学
を
さ
ら
に
展
開
さ
せ
た
と
認
め
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

楊
日
然
、
馬
漢
宝
両
教
授
は
、
前
に
も
既
に
紹
介
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
た
y
戴
東
雄
教
授
の
『
法
実
証
主
義
の
観
点
か
ら
中
国

法
家
思
想
を
論
ず
る
』
と
い
う
著
作
に
一
言
付
け
加
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
戴
教
授
は
こ
の
著
作
に
お
い
て
、
中
国
法
家
の
研
究
に
新

し
い
観
点
を
導
入
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
法
学
者
の
著
作
も
か
な
り
多
く
引
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
異
色
的
な
存
在
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

林
昧
楽

第
三
期
に
は
、
次
の
代
表
的
な
学
者
の
代
表
作
が
あ
り
ま
す
。

『
中
国
固
有
法
と
西
洋
現
代
法
と
の
比
較
』
(
一
九
八
二
年
八
月
、
中
央
文
物
供
鹿
社
)
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『
中
西
法
律
哲
学
の
比
較
研
究
』
(
一
九
八
三
年
八
月
、
中
央
文
物
供
麿
社
)

林
文
雄
『
老
荘
の
法
思
想
』
(
一
九
八
五
年
四
月
、
中
央
文
物
供
臆
社
)

戴
東
雄
『
管
仲
の
法
思
想
』
(
一
九
八
五
年
五
月
、
中
央
文
物
供
腰
社
)

こ
の
時
期
の
傾
向
は
、
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
西
洋
と
中
国
と
の
法
全
体
ま
た
は
法
哲
学
の
一
般
的
な
比
較
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は

個
々
の
法
思
想
家
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
り
ま
す
。
換
言
す
れ
ば
、
一
方
で
は
、
巨
視
的
に
走
り
、
他
方
で
は
微
視
的
に
走
る
と
い
う
こ
っ

羅
光

の
傾
向
が
一
緒
に
現
わ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

シンポジウム:東アジアの法哲学の現状と展望

四
、
中
国
法
思
想
の
課
題

こ
れ
か
ら
中
国
法
思
想
の
課
題
に
入
り
ま
す
。
こ
れ
を
三
つ
の
点
に
分
け
て
説
明
致
し
ま
す
。

て
中
国
法
思
想
研
究
へ
の
検
討

第
一
点
に
は
、
中
国
法
思
想
研
究
へ
の
検
討
と
い
う
こ
と
で
す
。

い
ま
す
。

一
般
的
に
、
長
所
と
短
所
に
分
け
て
少
し
感
想
を
述
べ
て
み
た
い
と
思

①

長

所

長
所
と
し
て
率
直
に
申
し
ま
す
と
、
以
上
紹
介
し
た
代
表
作
に
は
、
全
部
に
欠
点
や
批
判
さ
れ
る
齢
地
が
な
い
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ

の
代
表
作
の
中
に
は
、
学
者
の
多
年
に
亘
る
努
力
と
心
得
の
結
晶
が
あ
り
、
ま
た
新
し
い
観
点
や
独
特
な
説
得
力
に
富
ん
だ
見
解
が
あ
る
こ

と
を
認
め
た
い
の
で
す
。
そ
れ
を
少
し
ず
つ
累
積
し
て
ゆ
け
ば
、
中
華
民
国
の
学
界
に
は
や
が
て
よ
り
爆
燭
な
前
途
が
期
待
さ
れ
る
で
し
ょ

〉つ。
② 

短
所
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演

な
ん
と
な
く
バ
ラ
バ
ラ
し
て
い
る
し
、

ま
た
あ
ま
り
大
き
な
成
果
が
見
あ
た
ら

次
に
短
所
と
し
て
、
中
国
法
思
想
の
研
究
か
ら
み
れ
ば
、

な
い
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
外
国
の
中
国
法
思
想
に
つ
い
て
の
業
績
や
研
究
に
、
あ
ま
り
目
を
向
け
な
い
よ
う
で
す
。

諮

二
、
中
国
法
思
想
の
今
後
の
課
題

第
二
点
は
、
中
国
法
思
想
の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
で
す
。
上
に
述
べ
た
長
所
と
短
所
は
、
今
後
の
課
題
に
直
接
つ
な
が
り
ま
す
。
即
ち
、

い
か
に
し
て
わ
が
学
界
の
優
れ
た
長
所
を
発
揮
し
、
そ
し
て
そ
の
短
所
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
、

の
で
す
。
従
っ
て
、
以
下
に
四
つ
の
項
目
に
分
け
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
い
う
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る

研
究
者
を
組
織
す
る
問
題

第
一
に
は
、
研
究
者
を
組
織
す
る
問
題
に
つ
い
て
で
す
。
こ
れ
は
中
国
法
思
想
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
台
湾
法
哲
学
界
の
一
つ
の
問
題

で
も
あ
り
ま
す
。
政
治
的
な
問
題
を
避
け
て
も
、
中
華
民
国
に
は
事
実
上
法
哲
学
会
と
い
う
団
体
は
ま
だ
誕
生
し
て
い
な
い
の
で
す
。
で
す

① 
か
ら
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
欠
け
て
い
る
の
も
無
理
が
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
こ
と
を
解
決
す
る
た
め
、
早
め
に
法
哲
学
者
を
研
究
会
の
形
で

結
成
し
、
定
期
的
に
集
会
し
、
研
究
報
告
や
議
論
を
通
じ
て
、
法
哲
学
会
の
成
立
に
尽
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

② 

研
究
の
方
向
と
重
点

第
二
に
は
、
研
究
の
方
向
と
重
点
に
つ
い
て
で
す
。

い
ま
ま
で
多
少
の
成
果
は
あ
り
ま
し
た
が
、
中
国
法
思
想
の
道
は
ま
だ
ま
だ
長
い
の

で
す
。
少
し
反
省
し
て
み
ま
す
と
、
新
し
い
現
代
法
学
の
観
点
か
ら
待
流
法
思
想
や
法
思
想
家
に
再
評
慣
す
る
こ
と
が
な
さ
れ
て
は
き
ま
し

た
が
、
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
よ
う
で
す
。
ま
た
漢
か
ら
明
、
清
ま
で
の
長
い
間
、
果
し
て
も
っ
と
優
れ
た
法
思
想
家
が
い
る
の
で
は
な
い
か
、

い
ま
ま
で
の
研
究
方
向
は
、
や
や
狭
す
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
る

た
と
え
ば
、
中
国
大
陸
の
社
会
主
義
法
思
想
や
、

い
た
と
す
れ
ば
、

そ
れ
も
大
い
に
研
究
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

つ
ま
り
、

ょ
う
で
す
。
そ
し
て
法
思
想
は
、
必
ず
し
も
古
い
も
の
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
法
思
想
、

台
湾
現
代
社
会
の
法
思
想
な
ど
に
も
百
を
向
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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若
い
研
究
者
の
養
成

第
三
に
は
、
若
い
研
究
者
の
養
成
に
つ
い
て
で
す
。
台
湾
大
学
は
法
哲
学
を
重
視
す
る
伝
統
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
し
か
し
、
い
ま

ま
で
博
士
課
程
を
出
て
、
中
国
法
思
想
だ
け
で
な
く
、
法
哲
学
で
博
士
号
を
貰
っ
た
学
生
は
ま
だ
一
人
も
い
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
い
か
に

し
て
若
い
研
究
者
を
奨
励
し
、
中
国
法
思
想
な
い
し
法
哲
学
に
献
身
す
る
よ
う
に
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
直
面
す
べ
き
重
要
課
題
の
一

③ 
つ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

④ 

ア
ジ
ア
諸
国
と
の
学
術
交
流

第
四
に
は
、

ア
ジ
ア
諸
国
と
の
学
術
交
流
に
つ
い
て
で
す
。
事
実
上
、

日
本
法
学
者
と
の
学
術
交
流
は
、

か
な
り
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

シンポジウム:東アジアの法哲学の現状と展望

す
。
例
え
ば
台
湾
で
は
中
国
比
較
法
学
会
と
い
う
学
術
団
体
で
、
日
本
の
代
表
的
な
法
学
者
を
招
い
て
、
国
際
的
学
術
交
流
を
今
迄
二
回
ほ

ど
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
第
一
回
は
、
一
九
八
三
年
一
二
月
頃
、
台
北
で
寸
社
会
変
遷
と
法
律
」
と
い
う
大
き
な
テ

1
マ
の
下
で
、

団
藤
重
光
、
小
林
直
樹
、
碧
海
純
て
鈴
木
禄
弥
、
北
川
善
太
郎
、
石
川
明
渚
先
生
を
お
招
き
し
て
、
論
文
発
表
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
第
二

一
九
八
六
年
一

O
月
頃
、
同
じ
く
台
北
で
、
「
日
華
法
学
の
変
遷
と
展
望
」
と
い
う
テ

l
マ
の
下
で
、
刑
法
、
法
理
学
、
商
法
、
民
法
、

回
は
、
民
事
訴
訟
法
と
分
野
に
分
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
平
野
龍
一
、
長
尾
龍
て
鴻
常
夫
、
加
藤
一
郎
、
新
堂
幸
司
な
ど
諸
先
生
を
お
招
き
し
て
、
ご

に
は
、
国
家
科
学
発
展
委
員
会
の
後
援
の
も
と
で
、
中
国
法
制
史
学
会
と
園
立
台
湾
大
学
が

報
告
を
頂
き
ま
し
た
。
去
年
(
一
九
八
九
年
)

滋
賢
秀
三
先
生
を
お
招
き
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
寸
中
国
法
文
化
に
対
す
る
考
察
L

お
よ
び
「
中
国
法
制
史
の
日
本
に
お
け
る
存
在
の
意
義
」
と

い
う
テ
l
マ
を
も
っ
て
、
二
回
に
わ
た
っ
て
公
開
講
演
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
学
術
交
流
に
よ
っ
て
、
日
華
の
親
善
を
促
進
し
た
だ

け
で
な
く
、
中
華
民
国
の
法
学
に
も
よ
い
示
唆
と
啓
発
を
与
え
た
と
信
じ
ま
す
。

い
ま
ま
で
の
と
こ
ろ
韓
国
法
学
界
や
中
国
大
陸
の
法
学
界
と
の
学
術
交
流
は
、
ま
だ
ま
だ
空
白
に
な
っ
て
い
て
、
今
後
の
課
題

し
か
し
、

に
な
る
で
し
ょ
う
。
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演

五
、
む
す
び

講

私
は
長
い
時
間
を
費
し
て
報
告
致
し
ま
し
た
が
、
果
し
て
「
一
を
掛
け
て
寓
を
漏
す
L

(

掛
一
漏
高
)
と
い
う
こ
と
を
避
け
る
こ
と
が
で
き

た
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
果
し
て

J
を
以
て
万
を
知
る
L

こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。
諸
先
生
の
御
批
判
、
御
指
導
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

と
に
か
く
こ
の
講
演
が
「
愚
者
の
一
得
L

で
あ
れ
ば
幸
い
で
す
。
こ
れ
で
私
の
報
告
を
終
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

(
原
文
日
本
語
)
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質
疑
応
答

以
下
は
、
当
日
司
会
者
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
今
井
の
責
任
に
お
い
て
録
音
テ

1
プ
か
ら
活
字
化
す

る
必
要
上
と
い
う
限
り
で
、
一
部
分
文
章
を
補
正
し
つ
つ
圧
縮
し
、
も
う
ひ
と
り
の
司
会
者
で
あ
る

鈴
木
と
共
同
で
校
訂
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
で
あ
る
。

シンポジウム:東アジアの法哲学の現状と展望

司
会
一
只
今
よ
り
質
疑
応
答
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
時
間
が
非

常
に
限
ら
れ
て
い
る
関
係
上
、
次
の
二
点
を
予
め
御
了
承
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
第
一
は
、
既
に
質
問
用
紙
に
質
問
内
容
を
御
記
入
頂
い
て
お
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
を
中
心
に
進
め
る
こ
と
に
し
、
補
足
や
議
論
を
発
展
さ

せ
る
上
で
必
要
な
限
り
で
、
フ
ロ
ア
ー
か
ら
の
御
発
言
を
頂
く
こ
と
と
し

た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
第
二
は
、
質
問
用
紙
に
御
記
入
頂
い
た
も
の
を

拝
見
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
か
な
り
重
複
す
る
内
容
の
も
の
が
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
司
会
の
方
で
適
宜
ま
と
め
さ
せ
て
頂
い

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
は
、
報
告
順
に
具
体
的
に
質
問
に
入
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

金
哲
沫
報
告
へ
の
質
問

竹
下
(
関
西
大
)
一
報
告
で
先
生
は
自
然
法
論
の
立
場
を
明
白
に
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
立
場
の
哲
学
的
な
基
礎
づ
け
を
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
。
報
告
に
お
い
て
「
自
然
権
」
と
か
「
生
成
す
る
自

然
法
」
と
い
う
用
語
を
用
い
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
と
の
関
係
で

も
う
少
し
具
体
的
な
説
明
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

金
一
ド
イ
ツ
で
議
論
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
自
然
法
の
根
拠
を
ど
こ

に
置
く
か
で
様
々
の
立
場
が
あ
り
ま
す
。
大
き
く
い
え
ば
、
宗
教
的
自
然

法
と
人
性
法
論
的
自
然
法
に
わ
け
ら
れ
ま
す
。
韓
国
で
は
キ
リ
ス
ト
教
的

自
然
法
が
有
力
で
す
が
、
私
は
宗
教
的
な
自
然
法
論
の
立
場
で
は
な
く
、

素
朴
な
自
然
法
論
の
立
場
を
取
っ
て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
の
フ
ェ
ヒ
ナ

i
が
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演

行
な
っ
て
い
る
よ
う
な
詳
細
な
自
然
法
論
の
分
類
が
必
要
だ
と
は
思
い
ま

せ
ん
。
英
米
で
は
あ
ま
り
細
か
な
分
類
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

と
も
あ
れ
、
私
は
、
人
間
の
本
性
に
よ
っ
て
人
権
を
把
握
す
れ
ば
よ
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
「
生
成
す
る
自
然
法
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
際
に
も
、

特
に
シ
ュ
タ
ム
ラ

l
の
意
味
で
用
い
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

然
様
・
自
然
法
は
、
常
に
ど
こ
に
お
い
て
も
普
遍
的
な
も
の
と
し
て
、
同

一
の
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
す
が
、
時
代
や
状
況
、
必
要
に
応

じ
て
そ
れ
が
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
最
近
の
韓
国
に

お
い
て
は
住
宅
問
題
が
深
刻
化
す
る
に
つ
れ
て
、
住
宅
に
対
す
る
自
然
権

と
い
う
も
の
の
存
在
が
主
張
さ
れ
、
快
適
な
住
居
に
居
住
す
る
権
利
が
自

然
権
と
し
て
承
認
さ
れ
る
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
て
国
民
が
そ
れ

を
自
然
権
と
認
め
た
結
果
、
八
七
年
憲
法
に
も
こ
れ
が
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
生
成
す
る
自
然
法
・
自
然
権
と
し
て
は
、
私
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
念
頭
に
お
い
て
お
り
ま
す
。
自
然
法
論
に
つ
い
て
は
、
反
対
も
多
い
の

で
す
が
、
私
は
単
純
に
考
え
て
十
分
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

矢
崎
(
成
城
大
学
)
一
韓
国
の
法
哲
学
の
動
向
を
自
然
法
と
法
実
証
主
義

の
関
連
に
即
し
て
報
告
さ
れ
、
興
味
深
く
拝
聴
し
ま
し
た
が
、
そ
の
際
、

外
国
法
哲
学
と
の
関
連
に
触
れ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
お
教

え
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
(
ご
七

0
年
代
・
八

0
年
代
に
ア
メ
リ
カ
に

学
ん
だ
人
々
は
法
実
証
主
義
的
な
立
場
を
取
っ
た
と
い
う
御
趣
旨
の
お
話

議

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
寸
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ュ
リ
ス
プ
ル

1
デ
ン
ス
は

分
析
法
学
の
影
響
で
法
の
本
質
も
十
分
に
研
究
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う

お
話
と
重
ね
て
理
解
し
て
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
会
乙
法
実
証
主
義
と
い
う

言
葉
は
専
ら
国
家
権
力
の
優
越
、
法
律
万
能
の
意
味
で
捉
え
て
お
ら
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
(
一
二
)
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ュ
リ
ス
プ
ル

l
デ
ン
ス
は
こ
う
い

う
ふ
う
に
見
る
と
法
実
証
主
義
的
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
こ

の
点
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

金
一
法
律
万
能
主
義
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
実

定
法
の
中
に
も
段
階
構
造
が
あ
る
と
い
う
ケ
ル
ゼ
ン
や
シ
ュ
ミ
ッ
ト
な
ど

の
議
論
が
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
上
位
の
規
範
に
反
す
る
下
位
の
規
範
は
効
力
を
も
た
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。
た
だ
こ
れ
は
実
定
法
に
つ
い
て
の
議
論
で
あ
っ
て
、
憲
法

に
つ
い
て
の
議
論
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
憲
法
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
学
者

が
根
本
規
範
と
い
う
語
を
ケ
ル
ゼ
ン
と
は
異
な
っ
た
意
味
で
用
い
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
は
積
極
的
な
意
味
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
法
治

主
義
と
か
法
律
万
能
、
法
律
が
も
っ
と
も
重
要
だ
と
い
う
考
え
は
、
昔
の

も
の
で
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
も
昔
は
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
し

た
。
ル
ソ
ー
な
ど
の
時
代
に
は
、
法
律

-
0
2が
最
高
だ
と
考
え
ら
れ
て
い

て、

Z
2
Pロ門
同
国
一

B
E
g
-
2の
観
念
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
こ
の

z
u
pロ
色
白

E
g
g
-
2こ
そ
が
憲
法
と
い
う
こ
と
な
の
で

北法41(4・182)1642
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す
。
法
治
主
義
と
立
憲
主
義
の
間
で
は
、
立
憲
主
義
こ
そ
'
が
優
先
し
、
法

治
主
義
は
立
憲
主
義
の
下
に
立
っ
て
い
る
と
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。
立

憲
主
義
の
根
底
に
は
、
国
民
主
権
主
義
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
国
民
の
総
意

の
表
現
が
憲
法
な
の
で
す
。
憲
法
制
定
権
力
を
も
っ
国
民
の
総
意
の
表
現

で
あ
る
憲
法
を
通
し
て
、
権
力
が
国
家
機
関
に
移
管
さ
れ
た
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
憲
法
に
反
す
る
法
律
は
無
効
な
の
で
す
。
と
こ
ろ

で
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
も
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
憲
法
の
内
部
に
も
段
階
構
造

が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
最
高
の
位
置
を
占
め
る
の
は
、
自

然
法
を
具
体
化
し
た
憲
法
核
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
下
に
憲
法

改
正
規
範
が
あ
り
、
更
に
そ
の
下
に
憲
法
律
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

従
っ
て
、
憲
法
核
は
、
性
格
上
、
憲
法
改
正
の
限
界
を
越
え
る
も
の
で
あ
っ

て
、
改
正
の
対
象
と
は
な
り
え
な
い
し
、
憲
法
核
に
反
す
る
憲
法
律
は
そ

も
そ
も
無
効
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
憲
法
核
は
憲
法
改
正
規
範
に
よ
っ
て

改
正
で
き
な
い
。
そ
れ
は
憲
法
改
正
の
限
界
を
越
え
る
も
の
な
の
で
す
。

こ
う
し
て
、
憲
法
の
中
に
違
憲
的
な
憲
法
律
が
あ
る
と
い
う
可
能
性
が
生

じ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
ド
イ
ツ
な
ど
で
は
問
題
に
さ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
韓
国
の
よ
う
に
違
憲
的
な
法
律
を
そ
の
ま
ま
憲
法
の

中
に
盛
り
こ
ま
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
実
態
に
即
し
て
み
れ
ば
、
こ
の

問
題
は
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。
実

証
主
義
は
法
律
万
能
主
義
だ
と
思
い
ま
せ
ん
が
、
法
律
が
制
定
さ
れ
れ
ば

そ
れ
が
絶
対
で
あ
る
と
思
う
の
が
法
実
証
主
義
だ
、
こ
の
よ
う
に
単
純
に

考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
憲
法
も
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
か
ら
、
憲

法
実
証
主
義
と
い
う
も
の
も
存
在
し
え
ま
す
。
し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な

理
由
か
ら
、
私
は
憲
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
自
然
法

に
反
す
る
も
の
は
、
無
効
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
憲
法
裁
判
の
基

準
が
韓
国
に
お
い
て
論
議
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
以
上
の
議
論
は
こ
れ
と
の

関
係
で
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
、
韓
国
の
私
立
学
校

の
教
員
は
、
公
務
員
で
あ
る
公
立
学
校
の
教
員
と
同
様
に
、
労
働
三
権
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
私
立
学
校
も
公
教
育
を
担
っ
て
い
る
か
ら
、
と

い
う
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
定
め
る
私
立
学
校
法
は
違
憲
か
否
か
と
い
う
問

題
が
こ
こ
に
生
じ
て
き
ま
す
。
こ
の
種
の
問
題
に
対
し
て
、
法
実
証
主
義

者
は
、
法
律
で
規
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
:
・
、
憲
法
実
証
主
義
者
は
憲
法
に

規
定
が
あ
る
か
ら
・
:
、
と
い
う
よ
う
な
議
論
を
し
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
不

適
切
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
思
い
ま
す
。
矢
崎
先
生
の
御
質
問
に
対
す
る

十
分
で
適
切
な
答
え
に
な
っ
た
か
心
配
で
す
が
、
時
間
の
関
係
か
ら
も
こ

の
く
ら
い
に
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
矢
崎
先
生
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
で
よ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

矢
崎
一
私
が
質
問
し
た
の
は
、
日
本
人
も
外
国
か
ら
帰
っ
た
時
、
勉
強

し
て
き
た
こ
と
を
日
本
の
現
実
に
ど
う
生
か
す
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
こ
の
点
で
韓
国
の
金
先
生
と
共
通
す
る
問

北法41(4・183)1643
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題
を
抱
え
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
念
頭
に
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

こ
の
点
で
先
生
の
御
報
告
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
法
実
証
主
義
と
か
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
リ

1
ガ
ル
・
ス
タ
デ
ィ

l

ズ
等
々
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
別
の
機
会
に
お
話
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

講

劉
兆
奥
報
告
へ
の
質
問

三
木
(
北
大
応
電
研
)
・
今
井
(
北
大
)
・
竹
下
(
関
西
大
)
・
小
林
(
専
修

大
)
一
マ
ル
ク
ス
以
前
の
法
思
想
(
例
え
ば
ロ
ッ
ク
や
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
、

ル
ソ

l
)
と
マ
ル
ク
ス
以
後
の
社
会
主
義
思
想
と
の
関
係
に
つ
い
て
。
前

者
は
中
国
に
お
い
て
は
一
般
に
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
民
主
と
法
制
と
の
関
係
に
即
し
て
ロ
ッ
ク
や
ル
ソ

1
に
肯
定

的
に
言
及
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
思
想
家
と
社
会
主
義
と
の
関
係

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
吉
田
い
換
え
れ
ば
マ
ル
ク

ス
以
前
の
法
思
想
と
マ
ル
ク
ス
社
会
主
義
的
法
思
想
と
を
整
合
的
に
理
解

し
う
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
報
告
は
法
制
の
民
主
に
対
す
る
制
約
と
い
う
こ
と
で
、
権
利
は

法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
実
証
主
義
的
観
点
も
一
不
さ
れ
ま
し
た

が
、
講
演
の
趣
旨
を
全
体
と
し
て
捉
え
れ
ば
、
民
主
と
法
制
と
い
う
原
則

あ
る
い
は
そ
れ
の
上
位
概
念
と
し
て
の
法
治
と
い
う
原
則
の
導
入
の
う
ち

に
は
、
超
実
定
法
的
・
自
然
法
的
な
、
あ
る
い
は
非
実
証
主
義
的
な
価
値

思
考
が
働
い
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
民
の
民
主

主
義
的
権
利
・
自
由
は
マ
ル
ク
ス
主
義
・
社
会
主
義
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
、

天
賦
人
権
と
い
う
観
念
も
否
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
時
に
は
、
真
の

民
主
的
な
権
利
は
保
障
さ
れ
ず
、
反
民
主
的
な
人
権
統
制
も
社
会
主
義
の

国
家
理
由
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
で
し
ょ
う

カ

北法41(4・184)1644

劉
一
最
近
の
中
国
の
法
学
界
に
お
い
て
は
、
ル
ソ
ー
を
は
じ
め
と
し

て
、
マ
ル
ク
ス
以
前
の
学
者
・
思
想
家
を
、
積
極
的
意
味
を
も
ち
、
吸
収

す
る
べ
き
点
を
多
く
も
つ
も
の
と
見
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
め

ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
勿
論
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と
異
質
な

要
素
が
あ
る
わ
け
で
し
て
、
そ
れ
ゆ
え
す
べ
て
を
取
り
入
れ
る
の
で
は
な

く
、
適
合
的
な
要
素
を
選
択
し
つ
つ
、
学
習
し
よ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る

わ
け
で
す
。

現
代
中
国
の
学
界
に
お
い
て
は
、
一
部
に
自
然
法
論
者
も
い
て
、
前
法

律
的
権
利
も
主
張
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
全
体
と

し
て
は
、
法
律
な
い
し
憲
法
が
具
体
的
に
決
め
て
い
な
い
限
り
は
、
具
体

的
権
利
は
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

金
先
生
の
報
告
を
お
聞
き
し
た
上
で
い
え
ば
、
中
国
で
は
金
先
生
の
お

考
え
と
反
対
の
関
係
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
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い
て
は
、
今
後
も
議
論
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

小
林
(
専
修
大
)
・
布
川
(
山
梨
県
立
大
学
)
一
「
人
民
の
意
志
と
利
益
L

は
何
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
、
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
か
。
選
挙
に
よ
っ
て
選

ば
れ
た
代
表
者
達
が
そ
の
体
現
者
・
決
定
権
者
だ
と
す
れ
ば
、
「
真
の
人
民

の
意
志
と
利
益
」
は
査
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
い
わ
ゆ
る
「
代
表
制

の
神
話
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
と
同
種
の
問
題
が
社
会
主
義
に
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
と
す
れ
ば
、
「
社
会
主
義
的
民
主
」
と
は
い
か
な
る
も
の
な
の

か
。
以
上
の
こ
と
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

劉
一
人
民
の
選
挙
を
通
し
て
選
出
さ
れ
た
代
表
が
人
民
の
意
志
・
利

益
を
代
表
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
我
が
国
に
お
い
て
、
こ
の
点
で
も
っ

ぱ
ら
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
代
表
自
身
に
人
民
の
意
士
山
・
利
益
を
代

表
す
る
だ
け
の
素
質
・
能
力
・
執
政
能
力
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

現
在
の
状
況
と
膨
大
な
人
口
の
下
で
は
、
国
家
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
代
表
を
直

接
に
選
出
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
で
す
。
現
在
で
は
、
県
の
代
表
だ
け
が

人
民
に
よ
る
選
出
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
家
や
省
の
レ
ヴ
ェ
ル
の
代

表
の
選
挙
を
す
る
と
す
れ
ば
、
候
補
者
の
経
歴
や
能
力
を
庶
民
が
判
断
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
事
実
上
、
困
難
だ
と
い
う
問
題
が
大
き
く
浮
か
び
上

が
っ
て
き
ま
す
。
現
在
で
は
、
選
出
さ
れ
た
後
に
、
経
歴
や
業
績
を
新
聞

で
紹
介
す
る
と
い
う
方
式
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
も
あ
れ
、
国
家
レ
ヴ
ェ

ル
で
直
接
選
挙
を
行
う
こ
と
は
、
極
め
て
困
難
で
あ
ろ
う
と
恩
わ
れ
ま
す
。

吉
野
(
明
治
学
院
大
)
一
権
利
の
行
使
は
法
律
の
範
囲
内
で
な
さ
れ
ね
ば

な
ら
ず
、
市
民
の
権
利
の
濫
用
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
権
利
の
行
使
も
制

約
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
「
天
安
門
事
件
」
は
市
民
が
権
利
を

濫
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
当
局
の
権
力
行
使
が
違

法
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
の
か
。
中
国
の
法
哲
学
界
の
見
方
を
御
教
一
万
願
え

れ
ば
幸
い
で
す
。

劉
一
天
安
門
事
件
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
も
非
常
に
驚
か
れ
た
こ
と

で
し
ょ
う
が
、
私
も
、
中
国
社
会
科
学
院
の
研
究
員
と
し
て
、
大
い
に
驚

き
ま
し
た
。
一
般
市
民
の
側
で
、
法
律
に
よ
ら
な
い
方
法
で
民
主
的
な
権

利
の
行
使
が
行
な
わ
れ
た
部
分
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
す
。
し
か
し
大
部

分
の
労
働
者
・
一
般
市
民
は
悪
気
が
あ
っ
て
や
っ
た
こ
と
で
は
な
い
こ
と

は
私
も
理
解
し
て
い
ま
す
。
市
民
が
政
府
を
批
判
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

勿
論
合
法
的
で
、
憲
法
が
認
め
る
正
当
な
権
利
行
使
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
当
時
の
状
況
下
に
お
い
て
は
き
わ
め
て
少
数
の
者
が
法
の
定
め
る
権
利

行
使
の
方
法
を
越
え
て
運
動
を
行
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
テ
レ
ビ
で
も

御
覧
の
よ
う
に
否
定
で
き
な
い
事
実
で
す
。
例
え
ば
、
軍
事
施
設
へ
の
襲

撃
、
軍
の
設
備
の
盗
奪
、
軍
人
の
殺
害
は
、
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
ご
く
一
部
の
者
が
現
体
制
の
転
履
を
企
図
し
て
い
た
こ
と
も

事
実
で
あ
り
ま
す
。
当
局
の
弾
圧
行
為
に
関
し
て
は
、
当
局
側
の
発
表
に

よ
れ
ば
、
や
む
を
え
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
部
で
は
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市
民
に
対
す
る
誤
っ
た
殺
害
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

実
は
こ
の
問
題
は
非
常
に
微
妙
な
政
治
的
問
題
で
あ
り
ま
し
て
、
大
変
発

言
し
難
い
こ
と
で
す
。
国
を
代
表
し
て
き
た
法
学
者
と
し
て
は
、
現
在
の

指
導
者
の
意
思
に
し
た
が
っ
て
研
究
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
問
題
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
も
引
き
続
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議

吉
野
・
匿
名
希
望
一
現
行
憲
法
の
具
体
化
の
必
要
性
を
強
調
さ
れ
ま
し

た
が
、
現
行
憲
法
自
体
を
否
定
す
る
と
い
う
よ
う
な
法
哲
学
的
立
場
は
中

国
に
存
在
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
あ
ら
ゆ
る
政
党
に
国
権

に
関
与
す
る
権
利
を
認
め
る
と
い
う
よ
う
な
多
党
制
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
そ
も
そ
も
共
産
党

の
指
導
の
下
に
お
い
て
諸
権
利
を
具
体
化
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
が
、
実

現
可
能
で
あ
る
と
期
待
で
き
る
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

劉
一
ま
ず
第
二
の
問
題
か
ら
答
え
ま
す
が
、
問
題
は
、
共
産
党
が
政

権
党
と
し
て
、
憲
法
お
よ
び
法
律
の
枠
内
で
行
動
す
る
の
か
ど
う
か
と
い

う
点
に
あ
り
ま
す
。
憲
法
お
よ
び
党
規
約
に
よ
れ
ば
、
政
党
の
活
動
は
必

ず
憲
法
・
法
律
の
枠
内
で
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
限
り
で
、

共
産
党
の
指
導
下
で
諸
権
利
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
保
障
は
あ
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
憲
法
や
党
規
約
に
違
反
し
て
権
力
を
行
使
す

る
共
産
党
員
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
事
実
で
す
。
従
つ

て
、
本
当
の
民
主
の
法
制
化
の
達
成
の
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
党
内
の

問
題
を
処
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
党
の
指
導
下
で
諸
権
利
の
具
体
化

が
可
能
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
問
題
を
解
決
し
た
上
で
論
じ
ら

れ
る
べ
き
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
因
み
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、
共
産
党
が

法
律
の
範
囲
内
で
活
動
す
べ
き
だ
と
す
る
見
解
は
、
中
国
に
お
い
て
は
通

説
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
一
昨
年
、
社
会
主
義
の
時
代
の
東
ド
イ
ツ
の

立
法
委
員
会
の
人
達
と
話
を
し
た
時
に
は
、
彼
等
は
こ
の
こ
と
自
体
に
反

対
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
我
が
国
に
お
い
て
は
、
こ
の
こ
と
は
肯
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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次
に
多
党
制
の
問
題
で
す
が
、
数
年
前
に
は
我
が
国
で
も
多
党
制
を
、

こ
の
言
葉
を
使
っ
た
わ
げ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
実
上
主
張
す
る
人
達

が
存
在
し
て
お
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
主
張
は

ブ
ル
ジ
ョ
ア
自
由
化
だ
と
し
て
批
判
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

三
木
一
女
性
差
別
問
題
に
つ
い
て
、
中
国
で
は
ど
の
よ
う
な
法
的
保
障

が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
売
春
防
止
法
に
相
当
す
る

よ
う
な
法
律
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

劉
一
昨
年
、
私
共
の
社
会
科
学
院
の
女
性
研
究
者
が
日
本
の
売
春
防

止
法
の
条
文
を
翻
訳
し
て
、
社
会
科
学
院
の
研
究
誌
に
掲
載
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
彼
女
は
、
現
在
、
中
国
婦
女
連
合
会
を
通
じ
て
立
法
機
関
に

売
春
防
止
法
の
制
定
を
働
き
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
我
々
の
雑
誌
に
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日
本
の
売
春
防
止
法
の
翻
訳
を
掲
載
し
た
の
も
、
同
様
の
問
題
意
識
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
立
法
機
関
が
制
定
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

最
高
人
民
法
院
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
司
法
解
釈
の
中
に
売
春
行
為
を
取
り

締
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
実
際
に
は
そ
れ
に

基
づ
い
て
裁
判
が
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
中
国
の
多
く
の
地
方

で
売
春
行
為
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
時
期
を
失
し
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
女
性
保
護
に
関
し
て
は
、
婚
姻
法
の
中
に
規
定
が
あ
り

ま
す
。
相
続
法
の
中
に
も
対
応
す
る
条
文
が
あ
り
ま
す
。
私
は
個
人
的
に

は
そ
れ
だ
け
を
対
象
と
す
る
法
律
を
作
る
べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
出
産
に
関
わ
る
規
定
も
必
要
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

林
文
雄
報
告
へ
の
質
問

鈴
木
(
札
幌
学
院
大
)
一
台
湾
は
孫
文
の
三
民
主
義
を
主
柱
と
す
る
憲
法

を
も
っ
て
お
り
ま
す
が
、
三
民
主
義
の
法
哲
学
的
特
色
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
の
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ

に
あ
る
と
考
え
れ
ば
よ
ろ
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

林
一
孫
文
の
三
民
主
義
は
、
詳
細
に
展
開
す
る
た
め
に
は
、
今
後
の

研
究
を
必
要
と
し
ま
す
。
簡
単
に
い
え
ば
、
長
所
は
、
そ
れ
が
歴
史
的
に

大
き
な
意
味
を
も
っ
た
こ
と
だ
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

数
千
年
来
の
君
主
制
を
倒
す
と
い
う
貢
献
を
果
し
た
と
い
う
点
で
す
。
短

所
に
つ
い
て
は
、
理
論
的
に
も
、
実
践
的
に
も
、
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
り

ま
す
。
孫
文
は
、
時
々
、
中
国
固
有
の
思
想
を
取
り
入
れ
、
ま
た
西
洋
思

想
の
長
所
を
も
取
り
入
れ
た
、
そ
の
点
に
長
所
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
中
国
固
有
の
思
想
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
は
、
実
は
い
い
難
い
の

で
す
。
そ
れ
は
、
リ
ッ
プ
・
サ

l
ヴ
イ
ス
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
主
張
す
る
こ
と
に
政
治
的
宣
伝
と
し
て
の
意
味
は
あ
る
の
で

し
ょ
う
が
、
法
理
論
的
に
見
れ
ば
、
孫
文
は
西
洋
の
法
思
想
を
そ
の
ま
ま

採
用
し
て
い
る
と
見
る
の
が
正
当
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
五
権
と
か
三
権
と

か
い
う
問
題
に
関
し
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、
五
権
が
三
権
よ
り
優
れ
て
い

る
と
は
限
ら
な
い
。
東
洋
と
西
洋
の
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
取
っ
て
合
成
す

れ
ば
、
最
上
の
も
の
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
言

葉
の
上
で
い
う
こ
と
は
た
や
す
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
合
体
さ
せ
れ

ば
実
践
的
に
有
用
な
も
の
に
な
る
と
も
限
ら
な
い
。
長
所
と
欠
点
は
裏
腹

の
関
係
に
あ
る
わ
け
で
す
。
中
国
の
伝
統
を
入
れ
た
か
ら
す
ぐ
に
よ
く
な

る
と
い
う
も
の
で
も
な
い
。
憲
法
は
理
論
の
問
題
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

人
民
の
生
活
に
関
わ
り
、
政
治
と
関
わ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
成
文
憲
法

を
も
た
な
い
国
で
も
、
立
派
な
民
主
主
義
国
が
あ
る
。
し
か
し
、
三
民
主

義
は
完
全
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
の
で
す
。
台
湾
で
は
、
現
在
、
憲

法
を
い
か
に
修
正
す
る
か
と
い
う
議
論
が
生
じ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
と

い
う
の
も
、
三
民
主
義
の
実
践
上
の
欠
点
と
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
べ
き
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演

で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

議

司
会
一
さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
時
間
の
関
係
で
こ
の
辺
で
終
わ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
が
、
法
人
類
学
に
も
御
造
詣
の
深
い
千
葉
先
生
が
、
本

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
意
義
に
つ
い
て
御
発
言
を
求
め
て
お
ら
れ
ま
す
の
で
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

千
葉
(
東
海
大
)
一
本
日
は
先
生
方
か
ら
色
々
教
え
て
頂
き
、
議
論
し
た

い
点
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
述
べ
な
い
こ
と

に
し
ま
す
。
た
だ
、
私
の
感
じ
た
こ
と
だ
け
を
二
点
、
申
し
述
べ
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
第
一
は
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ

l
マ
を
儒
教
法
文
化
の

問
題
と
し
て
理
解
し
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
こ
う
い
う
方
向
で
今
回
の
こ

の
よ
う
な
試
み
を
更
に
発
展
さ
せ
て
い
っ
て
頂
く
と
有
難
い
、
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
現
在
の
世
界
の
法
思
想
・
法
文
化
を
眺
め
れ
ば
、
ア
ジ
ア
で

は
、
伝
統
的
に
中
園
、
ヒ
ン
ド
ゥ

l
、
イ
ス
ラ
ム
の
三
つ
の
も
の
が
存
在

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
上
座
部
仏
教
国
の
仏
教
法
文
化
・
法
思
想
を
更

に
取
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
中
国
法
文
化
と
呼
ば

れ
る
も
の
は
、
御
三
人
の
先
生
方
の
お
国
に
日
本
を
あ
わ
せ
て
、
漢
字
文

化
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
儒
教
文
化
と
い
う
方
が
適
切
で
し
ょ
う
。
無

論
、
儒
教
一
色
に
塗
り
た
く
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
と

も
あ
れ
我
々
に
と
っ
て
は
こ
れ
を
も
っ
と
取
り
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
文
化
圏
の
法
的
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
く
第
一
歩
と
い
う
意

味
で
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
大
き
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
国
の
横
の
連
絡
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た

と
い
う
こ
と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
総
じ
て
、
か
つ
て

植
民
地
で
あ
っ
た
発
展
途
上
国
は
、
法
と
法
学
に
関
し
て
は
、
隣
国
と
関

係
を
も
つ
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
旧
宗
主
国
と
連
絡
を
取
る
と
い
う
の

が
普
通
な
の
で
す
。
し
か
し
植
民
地
状
態
か
ら
脱
し
て
、
本
当
の
意
味
で

の
独
立
国
と
な
っ
て
、
隣
国
と
手
を
携
え
て
進
展
さ
せ
て
い
く
と
い
う
方

向
に
向
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
方
向
が
こ

こ
に
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
る
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
今
回
の
試
み
は
、

大
げ
さ
に
い
え
ば
、
世
界
史
的
意
味
を
も
っ
と
い
っ
て
も
い
い
程
に
大
き

な
意
味
を
も
つ
も
の
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
法
学
や
儒
教
法
文
化
圏
に
属

す
る
国
々
の
法
学
の
「
脱
植
民
地
化
」
の
大
き
な
一
歩
を
な
す
も
の
と
見

て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
意
味
で
若
い
諸
君
の
努
力
に
期
待
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
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司
会
一
そ
れ
で
は
こ
れ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終
わ
り
ま
す
。
最
後
に
佐

藤
節
子
I
V
R
日
本
支
部
長
か
ら
、
閉
会
の
辞
を
か
ね
て
、
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

佐
藤
一
ど
う
も
金
先
生
・
劉
先
生
・
林
先
生
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



私
共
日
本
法
哲
学
会
は
、
一
九
八
七
年
に
神
戸
で

I
V
R
世
界
大
会
を
主

宰
致
し
ま
し
た
。
こ
の
時
に
も
、
東
ア
ジ
ア
の
国
々
の
方
を
御
招
待
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
更
に
こ
の
よ
う
な
形
で
発
展
さ
せ
て
、

相
互
交
流
の
輸
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
私
共
の
大
き
な
喜
び

で
ご
ざ
い
ま
す
。
千
葉
先
生
が
い
わ
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
日
本
の
法
哲
学

者
の
目
は
ど
う
し
て
も
欧
米
を
向
い
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
日
本
の
急
速

な
近
代
化
の
影
響
を
免
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
が
、
そ
れ
以
前
の
日
本
の

シンポジウム:東アジアの法哲学の現状と展望

長
い
歴
史
の
中
で
は
、
私
共
は
韓
国
・
中
国
か
ら
多
く
を
学
ん
で
き
た
わ

け
で
す
。
今
日
の
三
先
生
の
お
話
に
よ
っ
て
、
私
ど
も
は
相
互
理
解
の
第

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
後
は
、
第
二
歩
第
三
歩
を
踏
み

出
す
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
非
公
式
の
場
で
の
議
論
等
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
し
、
そ
の
よ
う
な
ふ
れ
あ
い
の
中
で
、

短
い
日
本
滞
在
を
お
楽
し
み
頂
け
れ
ば
、
幸
い
で
す
。
今
日
は
本
当
に
ど

う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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